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■子ども・子育て応援プロジェクト　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

子ども医療費助成事業 3億5,200万円
高校３年生の年齢に該当するまでの全ての子ども

に、保護者の所得にかかわらず医療費を助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

妊産婦医療費助成事業 2,800万円
妊産婦の医療費助成の認定基準となる所得制限を撤

廃し、市内の全ての妊産婦の医療費を助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

母子保健事業 1億1,257万円

妊産婦・乳幼児の健康診査や健康教室などのほか、母

子の心身の健康をサポートする「産後ケア事業」「産

前・産後サポート事業」を継続します。また、産後ケ

ア事業について、将来の宿泊を伴うサービスの実現

に向けた協議を進めます

こども家庭セン

ター（☎41-3609）

妊産婦交通費支援事業 632万円

妊産婦の通院や検診を対象に公共交通機関、タク

シー、自家用車など交通費に対する支援や待機宿泊

に要した宿泊費に対する支援を行います

健康づくり課（☎
41-3586）

周産期医療確保対策事業 1,277万円

安心して出産できる環境の維持を図るため、市内産

科医療機関に就職する産科医・助産師・看護師、市内

産科医療機関に対し支援を行います

健康づくり課（☎
41-3586）

不妊治療支援事業 1,181万円
不妊治療を受けた人の治療費および検査費用につい

て、保険適用にかかわらず助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

おたふくかぜ予防接種費用

補助
400万円

１歳児および就学前の年長児を対象に、おたふくか

ぜ予防接種の費用の一部を補助します

健康づくり課（☎
41-3608）

保育園等副食費、学校給食

費の負担軽減
7,441万円

３歳児以上の園児の副食費支援について、無償化の

対象を第２子まで拡充するほか、第１子について食

材費の高騰分を市が負担します。さらに、学校給食

費に関する価格高騰分を市が負担するなど、保護者

の負担軽減を図ります

新館こども課（☎
41-3149）

教育委員会学校給

食管理室（☎41-

3145）

放課後児童支援事業 4億6,601万円

放課後や長期休暇などの児童の居場所として運営す

る学童クラブに対する支援や保育料の減免などを行

います

新館こども課（☎
41-3149）

保育園等運営費 40億4,288万円
公立および私立の保育園、こども園などで就学前の

児童を保育します

新館こども課（☎
41-3150）

保育施設環境整備支援事業 8,200万円
いしどりやこども園、（仮称）ゆもとこども園、若葉保

育園について、法人が行う施設整備費用を支援します

新館こども課（☎
41-3149）

はなまき夢応援奨学金事業 1,440万円

卒業後に市内に居住すると返還が免除される市独自

の奨学金制度で大学進学などを目指す子どもを応援

します

教育委員会学務管

理課（☎41-3144）

公園整備事業 8,150万円 愛宕公園の遊具更新、芝生整備を行います
新館都市政策課

（☎41-3570）

高
騰
分
を
市
が
負
担
し
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
、
食

材
費
の
価
格
高
騰
分
を
市
が
負
担
し
、

学
校
給
食
費
を
据
え
置
き
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　⑤
学
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
支
援

　
本
年
度
か
ら
、
ひ
と
り
親
世
帯
で

き
ょ
う
だ
い
同
時
入
所
の
第
２
子
以
降

の
保
育
料
を
無
償
化
し
、
さ
ら
な
る
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑥
奨
学
金
制
度
の
拡
充

　
卒
業
後
に
市
内
に
居
住
す
る
と
返
還

が
免
除
さ
れ
る「
は
な
ま
き
夢
応
援
奨

学
金
」に
つ
い
て
、
貸
与
月
額
上
限
を

２
万
円
か
ら
３
万
円
に
増
額
す
る
ほ

か
、
日
本
学
生
支
援
機
構
給
付
奨
学
金

の
収
入
基
準
を
満
た
せ
ば
、
成
績
要
件

を
設
け
る
こ
と
な
く
貸
付
の
対
象
と
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
貸
付
型
奨
学
金
を
返
還

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
返
済
月
額
の

半
額
を
補
助
す
る「
ふ
る
さ
と
奨
学
生

定
着
事
業
補
助
金
」に
つ
い
て
、
市
外

の
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
人
も
新
た
に

補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

2広報はなまき　No.420

①
医
療
費
に
対
す
る
支
援

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

市
独
自
に
昨
年
８
月
よ
り
保
護
者
の
所

得
制
限
を
撤
廃
。
市
内
の
高
校
生
な
ど

ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
が
医
療
費
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
も

本
年
度
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
妊

産
婦
や
そ
の
配
偶
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
妊
治
療
を
受
け
た
人
の
治

療
費
や
検
査
費
用
に
つ
い
て
、
保
険
適

用
に
か
か
わ
ら
ず
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
妊
産
婦
に
対
す
る
支
援

　
こ
れ
ま
で
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託

し
て
行
っ
て
き
た「
産
後
ケ
ア
事
業
」、

「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
継
続

し
、
母
子
の
心
身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
宿
泊
型
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
、
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
充
実
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
産
婦
が
産
科
医
療
機
関
を

子
ど
も
・
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　本市の一般会計における令和６年度当初予算額は551億5,332万円
で、前年度と比べて13億6,216万円（2.5㌫）増えています。
　本予算は、２月に策定した第２次花巻市まちづくり総合計画長期
ビジョンに掲げる二つの重点施策推進プロジェクト「子ども・子育て
応援プロジェクト」「花巻で暮らそうプロジェクト」に加え、「市民の
生活を守り 魅力あふれる強く優しい まちづくり」の三つの柱につ
いて、重点的に取り組むための予算として編成しました。
　この三つの柱を構成する主要な事業を中心に、令和６年度当初予
算の概要をお知らせします。

子どもたちの未来のために子どもたちの未来のために
　あらゆる世代の命と暮らしを守るために　あらゆる世代の命と暮らしを守るために

令和６年度令和６年度
　はなまきの　はなまきの 予算予算

利
用
す
る
場
合
の
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
自
家
用
車
な
ど
の
交
通
費
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
な
ど
、
市
民
が
安
心

し
て
出
産
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

③
周
産
期
医
療
の
確
保

　
市
内
産
科
医
療
機
関
に
就
職
す
る
医

師
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
助
産
師
お
よ
び
看
護
師
に
対
す
る

支
援
、
産
科
医
療
機
関
が
人
材
紹
介
事

業
者
か
ら
紹
介
を
受
け
て
医
師
を
雇
用

し
た
場
合
に
要
す
る
経
費
の
支
援
を
継

続
し
、
市
内
の
産
科
医
療
の
確
保
を
進

め
ま
す
。

④
保
育
環
境
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
市
独
自
の
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

３
歳
未
満
の
園
児
の
保
育
料
に
つ
い
て

国
の
基
準
か
ら
40
㌫
程
度
の
引
き
下
げ

を
行
っ
た
ほ
か
、
３
歳
未
満
で
第
２
子

以
降
と
な
る
園
児
の
保
育
料
の
無
償

化
、
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
３
歳
児
以
上
の
園
児
に
対

す
る
副
食
費
支
援
に
つ
い
て
、
無
償
化

の
対
象
を
第
２
子
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

第
１
子
に
つ
い
て
も
、
食
材
費
の
価
格


